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中 期 経 営 計 画 に 関 す る お 知 ら せ 
 
当社は、このたび平成１９年度（平成１９年１１月期）から平成２１年度（平成２１年１１月期）

までの３ヶ年中期経営計画を策定いたしました。その概要は以下の通りであります。 
 
Ⅰ．基本方針 
当社グループは、企業価値を最大化するために、その保有物流機能（ユニット）、情報システム開

発力、品質管理技術を前提とした提案型営業により、下記経営方針を以って、お客様に最適なサ

ービスを提供する「アセット型サードパーティロジスティクス」を推進してまいります。 
①物流サービス業者としての自覚に基づき、顧客満足度を引き上げ、食品物流業界のリーディ

ングカンパニーとしての地位を確立する。 
②従業員満足度を向上させ、従業員のモチベーションを高める。 
③ローコストオペレーションを推進し、顧客・取引先・従業員と成果を分かち合う。 
④環境負荷低減のために積極的な取り組みを行う。 

 
Ⅱ．計画の要旨 
当社グループは、強みである食品物流サービス提供の総合力を生かし、市場シェアを拡大する一

方、積極的な設備投資、物流技術革新および地道な合理化・改善活動を以って、物流品質の向上

と高い保管効率・運送効率・荷役作業効率によるローコストオペレーションの推進し、収益力を

兼ね備えた食品物流のリーディングカンパニーとして「存在感ある企業グループ」となるべく、

努力してまいる所存であります。 

 

① 全国物流機能の強みを生かしつつ、輸入貨物対応力を強化することで総合力に磨きをかけ、

共同物流事業およびキユーソースルー便を拡大していく（平成19年12月には川崎市に本格的

な輸入貨物対応型の低温物流センターを設置する予定）。 

② 個別採算を重視しつつ、ドラッグストアなどの未開拓分野の開拓を進めることによる専用物

流の受託の拡大を進める。 



③ 運送効率・保管効率の向上及び省力化投資による業務コスト削減。物流品質向上・コスト削

減効果の大きい倉庫作業支援システムを約６０箇所の営業拠点へ導入するとともに、保管効

率を向上させるための倉庫の改良、省力化のための自動倉庫の導入等を進める。 

④ 物流品質の更なる向上を図る。 

⑤ 環境負荷軽減への取り組み。低公害車の積極的な導入、求貨求車情報システムの更なる活用

等を進める。 

以上５点を軸に目標達成を進めてまいります。 
 
Ⅲ．数値目標 
具体的な数値目標は以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 
 H18(実績) H19(計画) H20(計画) H21(計画) H18 年対比

営業収益（売上高） 135,505 142,000 149,000 155,000 114.3%
営業利益 2,594 3,200 3,600 4,100 158.1%
経常利益 2,643 3,100 3,500 4,000 151.3%
当期純利益 1,051 1,350 1,600 1,850 176.0%
ＲＯＥ 
（自己資本当期純利益率） 

4.5% 5.2% 5.6% 6.2% －

ＲＯＡ 
(総資産経常利益率) 

4.7% 5.2% 5.7% 6.3% －

売上高当期純利益率 0.8% 1.0% 1.1% 1.2% －

 
以  上 

 


